
「
戦
争
す
る
国
」に
は
、　
　
　
　
さ
せ
な
い

「
戦
争
す
る
国
」に
は
、　
　
　
　
さ
せ
な
い

　

市
議
会
で
、日
本
共
産
党
と
社
民
党
は
意
見

書
を
共
同
し
て
提
案
し
ま
し
た
。他
の
党
に
も

共
同
提
案
を
呼
び
か
け
ま
し
た
が
、賛
同
を
得

ら
れ
ず
、否
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

６
月
定
例
市
議
会
で
日

本
共
産
党
は
、
安
倍
政
権

の
暴
挙
を
厳
し
く
批
判
し
、

憲
法
九
条
を
守
る
党
派
を

超
え
た
共
同
を
呼
び
か
け

ま
し
た
。

　

共
産
党　
「
歴
代
政
権

は
、
憲
法
九
条
の
も
と
で
は

海
外
で
の
武
力
行
使
は
許

さ
れ
な
い
と
繰
り
返
し
表

明
し
て
き
た
。
一
内
閣
の
判

断
で
憲
法
の
解
釈
を
変
え

よ
う
な
ど
と
い
う
暴
挙
を

許
し
て
は
な
ら
な
い
」

　
安
倍
政
権
は
７
月
１
日
、海
外
で
の
武
力
行
使
＝
集
団

的
自
衛
権
の
行
使
を
容
認
す
る
閣
議
決
定
を
強
行
し
ま

し
た
。

　
「
戦
争
す
る
国
に
な
る
な
ん
て
、ま
っ
ぴ
ら
だ
」

　
「
い
て
も
た
っ
て
も
、い
ら
れ
な
い
」

　
平
和
を
願
う
国
民
の
声
を
大
合
流
さ
せ
る
と
き
で
す
。

意
見
書
の
採
択
を
訴
え
る
、日
本
共

産
党
の
ふ
る
く
ぼ
和
子
市
議

国
民
的
ス
ク
ラ
ム
を

国
民
的
ス
ク
ラ
ム
を
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「
集
団
的
自
衛
権
行
使
を
容
認
す

る
解
釈
改
憲
を
行
わ
な
い
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
」

市
議
会
が
否
決

市
議
会
が
否
決

各党の態度を変えさせよう
意見書への態度　○…賛成　×…反対

安倍政権 退
場
退
場

これっきゃないでしょ！



　
６
月
、国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
に
今
年
の
保
険
料
額

の
通
知
が
届
き
ま
し
た
。低
所
得
世
帯
や
多
人
数
世
帯
で

保
険
料
が
い
っ
き
に
上
が
っ
て
い
ま
す
。「
な
に
か
の
間
違
い

で
は
？
」。市
に
は
、10
週
間
で
５
７
０
０
件
の
問
い
合
わ
せ

が
殺
到
し
ま
し
た
。

宮
城
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
な
ど
が
実
施
し
た「
国
保

な
ん
で
も
１
１
０
番
」。共
産
党
市
議
団
も
参
加
し
ま
し
た

（
写
真
は
、花
木
則
彰
市
議
と
嵯
峨
サ
ダ
子
市
議
）。　

　

仙
台
市
は
、
国
の
方
針
に

従
い
、
保
険
料
の
算
定
方
式

を
変
え
ま
し
た
。
各
種
控
除

（
扶
養
控
除
、
障
害
者
控
除

な
ど
）
を
差
し
引
か
な
い
方

式
の
た
め
、
大
幅
に
引
き
上

げ
と
な
る
世
帯
が
生
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

引
き
上
げ
と
な
っ
た
世
帯

は
約
４
万
４
０
０
０
世
帯
。

う
ち
半
分
は
、
非
課
税
世

帯
で
す
。

　

共
産
党
「
引
き
上
げ
ら
れ

た
世
帯
に
対
し
、
負
担
増
部

分
を
全
額
免
除
す
る
た
め
の

予
算
を
組
む
べ
き
だ
。
一
般

会
計
か
ら
繰
り
入
れ
よ
」

　

市
当
局
　「
負
担
増
分
の

全
額
免
除
の
繰
り
入
れ
は
、

困
難
だ
」

　

仙
台
市
の
決
定
に
疑
問
を

感
じ
て
い
る
方
、
納
得
い
か

な
い
方
は
、
誰
で
も
不
服
審

査
請
求
を
行
う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

不
服
審
査
請
求
が
で
き
ま
す

国
保
料

いっきょ!!

ど
う
し
て
？

復興公営住宅の入居はじまる

家
賃
減
免

　
切
実
で
す
。

　

狭
い
仮
設
住
宅
を
出
て
、

復
興
公
営
住
宅
へ
の
入
居
が

は
じ
ま
り
ま
し
た
。
今
度
は
、

家
賃
負
担
が
重
く
の
し
か
か

って
い
ま
す
。

　

共
産
党
「
家
賃
が
７
万
８

７
０
０
円
の
ケ
ー
ス
も
あ
る
。

国
の
特
別
家
賃
低
減
事
業

は
、
対
象
が
低
所
得
者
に
限

ら
れ
、
期
間
も
10
年
だ
。
年

金
世
帯
が
主
に
利
用
し
て
い

る
制
度
だ
が
、
10
年
後
に
家

賃
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
ら
、

支
払
え
な
く
な
る
。
国
に
制

度
の
延
長
を
求
め
る
と
と
も

に
、
仙
台
市
独
自
で
も
減
免

制
度
を
つ
く
る
べ
き
だ
」

　

市
当
局「
制
度
の
延
長
は
、

国
に
要
望
し
て
い
く
。
市
独

自
の
減
免
は
、
考
え
て
い
な

い
」

復
興
公
営
住
宅
を
訪
ね
要
望
を
聞
く

（
右
は
、庄
司
あ
か
り
市
議
）

これ以上、
家賃上がると、
やっていけない
ねえ。

　６月議会の補正予算は、被災
者への直接支援が１円もありま
せんでした。日本共産党は、思
い切った支援で住宅再建を後押
しすべきだと訴えました。

に

数
倍

●
70
代
男
性…

「
通
知
を
見
て
び
っ

く
り
し
た
。昨
年
７
３
０
０
円
だ
っ

た
が
、今
年
は
６
万
５
０
０
０
円
。

な
に
か
の
間
違
い
で
は
？
」

●
30
代
男
性…

「
昨
年
15

万
円
。
今
回
35
万
円
。

小
学
生
と
中
学
生
の
子

ど
も
が
い
る
。食
べ
盛
り

で
、ご
飯
を
減
ら
す
わ

け
に
は
い
か
な
い
」

●
30
代
女
性…

「
自
営
業

で
売
り
上
げ
は
減
っ
て
い

る
。月
１
万
円
弱
だ
っ
た

の
が
５
万
６
０
０
０
円
に

な
っ
た
」

●
70
代
女
性…

「
２
人
世

帯
だ
が
、20
万
数
千
円

か
ら
42
万
４
５
３
０
円
、

２
倍
だ
。ど
う
し
て
こ
ん

な
に
あ
が
る
の
か
」



　

川
内
地
区
は
、
14
あ
る

市
バ
ス
停
が
い
っ
き
に
な
く

な
り
ま
す
。
連
坊
、
新
寺

地
区
な
ど
で
も
多
く
の
バ

ス
停
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。

　

市
は
「
地
下
鉄
駅
か
ら

半
径
８
０
０
㍍
以
内
は
、

徒
歩
圏
域
」
と
言
い
ま
す
。

市
中
心
部
に
行
く
人
は
、

歩
い
て
地
下
鉄
駅
ま
で…

と
い
う
こ
と
で
す
。

　

津
波
被
災
地
や
仮
設

住
宅
地
域
で
も
バ
ス
停
の

廃
止
、
バ
ス
便
の
縮
小
が

計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

学
生
の
「
学
都
仙
台
フ

リ
ー
パ
ス
」
は
、
バ
ス
利

用
の
み
で
現
在
１
カ
月
５

１
４
０
円
で
す
。
地
下
鉄

と
バ
ス
の
乗
り
継
ぎ
に
な

る
と
１
万
２
８
０
円
、
年

間
６
万
円
も
の
負
担
増
で

す
。

　

八
木
山
に
住
ん
で
い
る

人
が
大
学
病
院
に
行
く
場

合
、
バ
ス
で
動
物
公
園
駅

ま
で
行
き
、
地
下
鉄
に
乗

り
換
え
、
青
葉
通
一
番
町

駅
で
降
り
、
さ
ら
に
バ
ス

に
乗
る
と
い
っ
た
具
合
で

す
。高
齢
者
や
障
害
者
は
、

不
便
と
困
難
を
強
い
ら
れ

ま
す
。

　

そ
の
う
え
地
下
鉄
と
バ

ス
の
乗
り
継
ぎ
で
、
ほ
と

ん
ど
の
地
域
で
運
賃
は
、

あ
が
り
ま
す
。

　
仙
台
市
は
、２
０
１
５
年
の
地
下
鉄
東
西
線
開
業
に

あ
わ
せ
、市
バ
ス
路
線
の
再
編
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

　
市
中
心
部
に
直
結
す
る
86
系
統
を
廃
止
、縮
小
。一

方
、地
下
鉄
東
西
線
３
駅（
荒
井
駅
、薬
師
堂
駅
、八
木

山
動
物
公
園
駅
）に
結
節
さ
せ
る
路
線
48
系
統
を
新
設

す
る
計
画
で
す
。

　
市
中
心
部
行
き
バ
ス
の
利
用
者
を
、む
り
や
り
地
下

鉄
に
乗
せ
よ
う
と
い
う
考
え
で
す
。

共産党　「各地の市民
説明会で

は『不便になる』の意見
が続出し

た。計画は、いったん白
紙に戻せ」

奥山市長　「バス路
線再編は、

地下鉄東西線をより
多くのみな

さまに利用していただ
くもの」

廃
止
、縮
小
す
る
な

地
下
鉄
東
西
線
に
む
り
や
り
乗
せ
る
た
め
だ

市バス路線
再編計画

市バス路線
再編計画

川内では、14のバス停が全廃に。坂道を歩いて地下鉄駅まで…荒町などでは、区役所に直接行けるバスがなくなる

八木山松が丘では、仙台駅行きや大学病院行きが廃止

バ
ス
停
が
な
く
な
る

乗
り
継
ぎ
で
不
便
に

学
生
パ
ス
は
料
金
２
倍

各地で反対運動

あきらめず
　声をあげよう
あきらめず
　声をあげよう
あきらめず
　声をあげよう
　市内各所でバスの廃止、縮小計画に
反対する運動が広がっています。署名
運動に取り組んだり、町内会や商店街
で市に要望書を提出したりしています。
　市は、10～11月に第２回説明会を開
き、最終案を示す予定です。それまでに
計画は、撤回させましょう。



　

国
の
新
制
度
導
入
の
ね
ら

い
の
ひ
と
つ
は
、
保
育
分
野

を
営
利
企
業
に
明
け
渡
す

こ
と
で
す
。
安
倍
政
権
は
、

待
機
児
童
対
策
を
口
実
に
、

株
式
会
社
の
参
入
を
す
す

め
て
い
ま
す
。

　

共
産
党
「
人
件
費
率
は
、

認
可
保
育
所
で
は
８
割
近

く
が
普
通
だ
が
、
市
内
の

株
式
会
社
の
認
可
保
育
所

で
は45

％
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

よ
り
よ
い
保
育
を
保
障
す
る

た
め
に
も
、
営
利
企
業
は
、

参
入
さ
せ
る
べ
き
で
な
い
」

　

共
産
党「
函
館
市
は
、青

森
県
大
間
原
発
の
設
置
差
止

め
を
求
め
る
訴
訟
を
起
こ
し

た
。仙
台
市
は
東
北
電
力
の

大
株
主
と
し
て
、株
主
総
会

で
女
川
原
発
の
再
稼
働
差
し

止
め
を
求
め
よ
」

　

市
当
局「
考
え
て
い
な
い
」

　

共
産
党
「
市
民
の
暮
ら
し

が
こ
れ
ほ
ど
疲
弊
す
る
中
で
、

ま
さ
か
消
費
税10

％
へ
の
増

税
を
黙
っ
て
み
て
い
る
は
ず
は

な
い
と
思
う
が…

」

　

奥
山
市
長
「
社
会
保
障

の
財
源
確
保
を
目
的
と
し

た
も
の
で
や
む
を
え
な
い
」

保 育
来年度から新制度がスタートするが…

公的責任きちんと果たせ

子
育
て
新
制
度
の
条
例
改
正
案

間
違
い
だ
ら
け
で

間
違
い
だ
ら
け
で

議
会
が
認
め
ず

市
長
が
撤
回

市
長
が
撤
回

市
長
が
撤
回

　

新
制
度
を
定
め
た
国
の
省
令

に
間
違
い
が
何
か
所
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
盛
り

込
ん
で
い
た
仙
台
市
の
条
例
改

正
案
。
来
年
度
か
ら
の
家
庭
的

保
育
事
業
な
ど
の
設
備
や
運
営

基
準
に
か
か
わ
る
も
の
で
す
。

撤
回
は
、
全
会
一
致
で
承
認
さ

れ
ま
し
た
。

　

共
産
党
「
条
例
を
つ
く
る
際

は
、
国
の
言
う
が
ま
ま
で
は
な

く
、
仙
台
市
の
子
育
て
支
援
を

い
か
に
よ
く
す
る
か
と
い
う
姿

勢
が
大
事
だ
。
今
回
、
主
体

性
の
な
い
市
の
姿
勢
が
あ
ら
わ

に
な
っ
た
」

「
省
令
の
誤
り
に
つ
い
て
は
、
対
案
を
提

出
し
た
共
産
党
市
議
団
が
、
そ
の
作
成

過
程
で
気
付
い
た
。
健
康
福
祉
常
任
委

員
会
で
市
議
団
が
問
題
視
し
な
け
れ
ば
、

そ
の
ま
ま
表
面
化
せ
ず
、
当
局
も
明
ら

か
に
し
な
か
っ
た
可
能
性
が
高
い
」

（
河
北
新
報
６
月
27
日
）

営
利
企
業
は

参
入
さ
せ
る
な

安倍暴走政治に
声をあげよ
安倍暴走政治に
声をあげよ

反
対
討
論
に
立
つ
、高
見
の
り
子
市
議

待機児童

1083人

　

認
可
保
育
所
に
入
り
た
く

て
も
入
れ
な
い
待
機
児
童
は
、

増
え
続
け
て
い
ま
す
。
認
可

保
育
所
を
も
っ
と
増
や
し
、

待
機
児
童
を
ゼ
ロ
に
す
る
こ

と
が
急
務
で
す
。
来
年
度
か

ら
は
じ
ま
る
子
育
て
支
援
新

制
度
で
、
公
的
責
任
を
後
退

さ
せ
な
い
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

共
産
党　
「
奥
山
市
長

は
、昨
年
の
市
長
選
挙
で『
待

機
児
童
ゼ
ロ
』
と
は
言
わ
ず
、

４
年
間
で
４
千
人
分
の
保
育

基
盤
整
備
を
掲
げ
た
。
そ
れ

で
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
実
現
で

き
る
の
か
。
は
っ
き
り
と
ゼ
ロ

を
公
約
す
べ
き
だ
」

　

奥
山
市
長
「
瞬
間
風
速

的
に
待
機
児
童
ゼ
ロ
を
達
成

す
る
こ
と
は
可
能
か
も
し

れ
な
い
が
、
そ
れ
は
市
民
に

対
し
て
責
任
あ
る
約
束
に

は
、
な
ら
な
い
」

認
可
保
育
所
の
増
設
に

全
力
あ
げ
よ

　
仙
台
市
議
会
は
、
２
０
１
３

年
度
の
政
務
活
動
費
の
収
支
報

告
書
と
領
収
書
を
公
開
し
ま
し

た
。
　
政
務
活
動
費
の
使
い
道
は
、

税
金
を
受
け
取
っ
て
い
る
以
上
、

何
に
ど
う
使
っ
た
の
か
明
ら
か
に

す
る
の
は
当
然
で
す
し
、
適
切

で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
仙
台
市
議
会
で
は
３
年
前
ま

で
、
１
万
円
未
満
の
領
収
書
は
、

公
開
し
な
く
て
も
よ
い
と
さ
れ
、

６
年
前
ま
で
は
、
い
っ
さ
い
の
領

収
書
に
つ
い
て
公
開
義
務
が
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
日
本
共
産

党
は
、
そ
の
間
ず
っ
と
、
自
主

的
に
す
べ
て
の
領
収
書
を
公
開

し
て
き
ま
し
た
。

　
日
本
共
産
党
は
２
０
１
１
年

１
月
、「
議
会
改
革
の
提
言
」
を

発
表
。
そ
の
後
、
議
会
改
革
は
、

少
し
ず
つ
前
進
し
て
き
ま
し
た
。

　
領
収
書
は
１
円
以
上
す
べ
て

添
付
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
し
た
。

議
会
に
出
席
す
る
と
１
日
１
万

円
で
て
い
た
費
用
弁
償
も
廃
止

に
な
り
、
任
期
４
年
間
の
間
に

１
回
、
１
０
０
万
円
を
上
限
に

予
算
付
け
さ
れ
て
い
た
海
外
視

察
も
廃
止
と
な
り
ま
し
た
（
行

く
の
な
ら
政
務
活
動
費
で
）。

　
日
本
共
産
党
仙
台
市
議
団
は

今
も
、
茶
菓
代
も
含
め
、
飲
食

代
は
い
っ
さ
い
支
出
し
な
い
、
出

張
の
際
の
宿
泊
費
に
は
上
限
を

設
け
、
実
費
支
給
と
す
る
、
グ

リ
ー
ン
車
は
使
わ
な
い
、
な
ど

自
主
的
な
取
り
組
み
を
し
て
い

ま
す
。

　
議
会
の
透
明
性
を
め
ざ
し
、

引
き
続
き
全
力
を
尽
く
し
ま
す
。

政
務
活
動
費
の

　
　
透
明
性
め
ざ
し


